令和６年度富士山のごみ持ち帰りマナー向上対策事業 業務委託仕様書
１　事業名

　　令和６年度富士山のごみ持ち帰りマナー向上対策事業業務委託

２　委託期間

　　契約締結日から令和６年11月29日（金）まで

３　事業の目的

　平成29年の山開き期間中に大量のごみが登山道や山小屋周辺等に放置されたことから、平成30年から夏期の来訪者が多い期間を対象に、登山者にごみを持ち帰ることを啓発する「富士山のごみ持ち帰りマナー向上キャンペーン」を実施している。

来訪者のうち、特に外国人登山者は、文化・慣習の違いがあることに加え、登山マナーに関する情報を持たずに来訪する人がいるため、イラストや多言語により「ごみは持ち帰ること」をデザインした袋を係員が手渡すキャンペーンを実施したところ、配付した袋の放置はほとんどなく、登山道、山小屋周辺におけるごみの放置が減少した。そのため、令和６年度もごみ袋を持たない登山者へのごみ袋の配布とマナー向上のための呼びかけを実施する。

また、登山準備で情報収集をする段階でごみ持ち帰りマナーについて意識してもらえるよう、多言語によるＨＰや音声ガイドを作成し、ＳＮＳでも配信するとともに、登山口へのアクセスポイントやバス等での情報提供に活用する。
キャンペーン期間中及び終了後に、登山道の状況調査や周辺施設等への聞き込み調査を実施し、キャンペーンの効果を検証する。
４　委託業務の概要

(1) ごみ持ち帰りマナー啓発キャンペーン実施計画の作成

　　　令和５年度までの実施状況を鑑み、令和６年度のキャンペーン計画を作成する。なお、過去の実施報告書については委託者が貸与する。

(2) 音声ガイドの作成

ア　複数言語による音声ガイドを作成すること。ごみ持ち帰りのマナーに関する内容を主とするが、そのほかの登山マナー等に関する内容を含めることも可とする。言語は、「日本語」、「英語」、「中国語」、「インドネシア語」、「フランス語」とする。

イ　内容や言語について変更したい場合は、委託者と協議すること。

ウ　音声ガイド及びそれに付随する物品等は、受託者が適切に管理すること。

エ　音声ガイドにかかる一切の権利は委託者に帰属する。

(3) インターネット等を活用した啓発

　　ア　実施期間

契約締結日から11月29日（金）までの期間

　　イ　内容

　　 (ｱ) ホームページ等を活用し、ごみの持ち帰りマナーについて周知すること。

 (ｲ) 多言語ホームページのほか、Facebook、Twitter、Instagram 等を活用し、本キャンペーンに係る情報や、現地の情報を投稿すること。

 (ｳ）動画を作成し、ホームページやシャトルバス等で啓発を行う。

 (ｴ）外国人登山者に情報が届くよう工夫すること。

(4) 外国人へのごみの持ち帰りマナーの周知

　　　富士山麓をはじめ、日本国内に滞在する外国人に対して、日本語学校や就業先での啓発、外国人向けSNS等を活用したマナー向上の呼びかけや情報提供を行う。

(5) 若年層へのごみの持ち帰りマナーの周知

　　　登山者になり得る若年層に向けて、大学や就業先等で、事前準備の徹底や登山するにあたってのマナーを身に付けて登山するよう呼びかけを行うとともに、SNS等を活用した啓発を行う。

(6) バス会社・旅行会社等への周知

　　　富士登山バスツアーを実施する会社に対して、富士登山ツアー参加者への事前準備の徹底、登山マナー向上の呼びかけや情報提供を行うよう依頼する。

(7) 宿泊施設・レジャー施設等への周知

　　　富士山周辺の宿泊施設・レジャー施設等に対して、富士登山者への事前準備の徹底、登山マナー向上の呼びかけや情報提供を行うよう依頼する。

(8) ごみ持ち帰りマナー啓発キャンペーンの運営

　　ア　実施期間・時間

	場所
	期間・時間

	富士宮口
	期間：令和６年７月10日から８月までのうち６日間

時間：全日の午前６時から午後２時30分まで

	御殿場口
	期間：令和６年７月10日から８月までのうち６日間

時間：全日の午前６時から午後２時30分まで

	須走口
	期間：令和６年７月10日から８月までのうち６日間

時間：全日の午前６時から午後２時30分まで

	水ヶ塚
	期間：令和６年７月10日から８月までのうち６日間

時間：全日の午前５時30分から午後２時まで


　　イ　対象

　　　富士山五合目から山頂を目指す登山者等及び水ヶ塚公園からシャトルバスに乗車し、五合目から山頂を目指す登山者等（外国人を優先）

　　ウ　体制

　　（ｱ）緊急連絡体制の整備

係員を統括する監督員を1名以上配置し、緊急連絡体制を整備すること。

　　（ｲ）休憩・食事

　　　　　係員及び監督員は、労働基準法に基づき、適宜休憩をとること。

　　　　　食事は、適宜休憩時間中にとること。

エ　業務内容

（ｱ）委託者、受注者が共同で作成したごみ持ち帰りマナー向上を呼びかける動画を公開する。

（ｲ）登山者（外国人を優先）に対し、チラシや音声ガイドを活用して声かけし、ごみ持ち帰りのマナー啓発活動を実施する。

（ｳ）ごみを持ち帰るための袋を持参していない登山者にはごみ袋を配布し、ごみの持ち帰りやごみ拾いを呼びかける。

（ｴ）各登山口の富士山保全協力金受付場所周辺やバス乗車口付近にて業務を行う。

　オ　安全管理

(ｱ) 荒天時は、活動を中止すること。

(ｲ) 中止する場合は、委託者に報告すること。

(9) 事業効果の検証

　ア　登山道及び周辺施設におけるごみの放置状況の調査及び聞き取り

山小屋、公共交通機関等の調査協力機関へごみの放置状況について聞き取りを実施し、登山道、バス等へのごみ放置状況を把握すること。

(ｱ) 調査日

　　令和６年８月の土日祝日やお盆等、登山者が多い日の翌日に実施

(ｲ) 調査箇所

	調査箇所

	五合目～六合目（富士宮口、御殿場口、須走口）、富士宮駅、水ヶ塚公園、御殿場駅、道の駅すばしり、バス乗換駐車場、宿泊施設、レジャー施設　等


(ｳ)実施方法等

目視による、ごみ放置状況の確認、ごみ放置状況の聞き取り調査等。

イ 登山者へのアンケート調査

(ｱ) 実施方法等

登山者に対して、聞き取りによるアンケート調査及びWebアンケートフォームによる調査を実施し、集計・分析を行う。

アンケート回収目標数は、おおむね150件程度とする。

(ｲ) 調査項目

調査項目は、ごみ持ち帰りマナーの認知状況、音声ガイドの有効性、ごみを持ち帰る袋の持参状況、袋の活用状況、登山道におけるごみの放置状況、キャンペーンに対する意見等とし、委託者と協議して決定する。

(ｳ) 調査期間・調査箇所

	調査期間
	調査箇所

	令和６年８月のうち延べ２日間
	富士宮口五合目

	令和６年８月のうち延べ１日間
	須走口五合目


　　　ウ　ごみ放置状況の分析及び報告書の作成

　　　(ｱ)上記４(9)ア、イを踏まえたごみの放置状況について、分析を行うこと。

　　　(ｲ)各種調査結果及び分析結果を報告書としてまとめ、今後の効果的なマナー啓発についての提案を行うこと。提案においては、本事業で得られた結果を基に、今後の富士山の環境保全のために必要な事項や他機関との協力体制等について検討し、記載すること。

５　再委託等の制限

(1) 受託者は、本業務の全部を一括して第三者に委託し、又は請け負わせてはならない。

(2) 受託者は、本業務の一部を第三者に委託することができる。この場合は、事前に県に対して書面にて、再委託の内容、再委託先（商号又は名称）、その他再委託先に対する管理方法等の必要な事項を報告しなければならない。

６　その他

(1)　富士山五合目は自然公園法、文化財保護法、鳥獣保護法により工作物や公告物の設置に制限があるため、提案内容に工作物や公告物の設置が含まれる場合は、設置の可否について確認すること。

(2)　マイカー規制期間中に富士宮口及び須走口への移動に使用する車両については、富士宮市及び小山町から規制区間の通行許可を得ること。

(3)　受託者は、委託業務を履行する上で個人情報を取り扱う場合は、静岡県個人情報保護条例（平成14年10月25日静岡県条例第58号）を遵守しなければならない。

(4)　本業務及び付随する業務において、受託者は静岡県個人情報保護条例に十分に留意すること。万が一、個人情報の漏洩に伴い委託者に損害が発生した場合は、一切の責任を受託者が負うものとする。

(5)　委託業務に当たり使用する図表やデータ、画像等の著作権・使用権等の権利については、受
託者において、使用許可を得ること。これらを怠ったことにより、著作権等の権利を侵害した
場合は、一切の責任を受託者が負うこと。

(6)  この業務に関して得られた情報、版権及び著作権は、委託者に帰属するものとする。

(7)　国・地方公共団体と十分調整を行い、他事業との重複がないよう留意すること。
(8)　その他、本業務を執行する上で関連して必要となる事項で、本仕様書に記載されていないものについては、委託者と受託者双方の協議により決定する。


